
第1次

上秋月地区社会福祉協議会福祉活動計画
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　 上秋月 地 区

【基本情報】

８７０人 730人

３４２世帯 321世帯

３８４人 362人

２２３人 221人

44.1% 49.6%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

地区社協会長
選出方法

コミュニティ役員会で協議し、全会員の中から推薦し、総会
で承認

高 齢 化 率

人 口

世 帯 数

高 齢 化 率

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

65 歳 以 上

75 歳 以 上

65 歳 以 上

75 歳 以 上

人 口

世 帯 数

総 会

役員会

特別委員会

コミュニティセンター 事務局

区会長会

各 種 団 体

社
会
福
祉
協
議
会

地 域 住 民

各 種 団 体 等

顧 問 専門委員
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第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【上秋月地区】
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基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●人権セミナー講演会に参加し、教養を深める

●朝のあいさつ運動

●地区の体育祭や文化祭、夏祭り等でコミュニケーションを

図っている

●コミュニティカフェや月一ランチ等で、世代に関わらず交

流、また、三世代交流会（小学校PTAとコミュニティ共同）

事業では学校PTA・シニアクラブ・地域住民の幅広い世代

で交流

●コミュニティセンターへ放課後児童が集まってきている

●コミュニティの行事に地元施設より、協力いただいている

●配食活動、読書会活動などのボランティア活動も充実している

●活動に関しては有線放送等で地域住民の方へ周知している

●身障協、シニアクラブ、ボランティア団体への助成

●コミュニティ便り、有線放送で呼びかけている

●コミュニティセンターを利用して、地域住民の交流の為に

地域の包括支援センターに協力してもらい、月一ランチ

事業を行っている

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-②】

【3-①】

【3-①】

【3-②】

【3-③】

上秋月地区実施内容 【分類】

●地区社協で、福祉委員制度を設けているので、民生委員・

児童委員が福祉委員とも協力し、また、市の包括支援セン

ター、福祉事務所等と連携を行い支援活動を行っている

●福祉委員には年1回集まってもらい、「福祉委員とはこう

いうもの」という説明を行っている

●2年に1回、住民台帳を提出してもらっている

●月一度の配食会や市報配布等の活動を通して見守り体制

の強化を図っている

●組内の方や区会長とも連携し、民生委員・児童委員から行

政に繋いでもらう

●いろいろな事業への参加呼びかけを行い、交流の場に参

加してもらっている

●地域の方が情報を得てもらうのに一番良いのは、有線放送なの

で、全ての情報を流している

●コミュニティ便り（年6回）の発行

【1-①】

【1-②】

【１-②】

【1-②】

【1-③】

【2-①】

【3-①】

【3-①】

上秋月地区実施内容 【分類】

●自主防災組織を設置し、年一度、組織図の説明を行って

いる（地区単位で避難訓練を行っているところもある）

●消防団に協力してもらい、防火訓練を行っている

●市からの要望があった場合、コミュニティセンターを避難

所として開設。

●青パトで防犯パトロールを行っている

●朝のあいさつ運動を活発に行っている

●地域住民に流している

●有線放送で相談会の案内などアナウンスしている

●民生委員・児童委員に任せている

●警察署・交番との定例会の実施

●保護司に任せている

【1-①】

【1-①】

【1‐①】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【3-①】

【3-②】

【4-①】

【4-①】

上秋月地区実施内容 【分類】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 月一ランチの周知は、コミュニティ便りには掲載したが、受け

入れ体制が整っておらず、大々的に周知はできていない現状

がある。 ボランティア （支援者） を募り、体制を整えて充実

を図っていきたい。

・ 十石会（配食ボランティア）をコロナ禍から2班に分けて実施

(1月のみ合同）。 高齢化は進んでいるが、人数が少ない分、

役割分担ができて、以前よりスムーズになっている。

・ 読書会の活動で、サロンなどにも訪問している。 子どもたち

だけではなく、幅広く活動している。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 個人情報保護の問題もあり、全体としては難しいが、集落単位

では把握している。 住民台帳には、それぞれの緊急連絡先を

明記したものを揃えている地区もある。

・ 各集落で常会があることで、地区内（集落内）でのいろいろな

情報が入ってきやすい。

・ 配食対象者が増えてきた。 財源にも限りがあるが、今まで続け

てきたので、対象年齢を引き上げるというわけにもいかない。

・ 住民への周知は有線放送が一番有効的。（書面では読まない）

有線放送がない世帯には、部落長が個々に伝えに行っている。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

普段交流の少ない方々の交流の

場となるよう、月一ランチの充実

を図る。

・ 地域からボランティアを募り、

より多くの参加者を受け入れ

できる体制づくりを行う。

（十石会への協力依頼など）

・ コミュニティセンターまでの移

動手段がない人も参加できる

よう、支援体制を検討する。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 自主防災の組織図はあるが、実際に災害が起こった時に何をし

てよいのか、実際に対応ができるのか、意識や危機感がない。

いざという時に、どう動いたらよいか、定期的に、具体的な実働

についての研修をしていきたい。

・ 地区のことに一番詳しいのは福祉委員。 いざという時には、

福祉委員や区会長等が動いていかないと成り立たない。

・ 防火訓練は、日中自宅にいることが多い女性を中心に実施して

いる。

・ 以前は武道場が避難所になっていたが、避難しにくいとの意見

があったが、コミュニティセンターに代わって、避難しやすくな

った。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

自主防災組織の意識の向上を図

り、災害に強い地域づくりを行う。

・ 万一の災害に備え、自主防災

組織に対し、具体的な実働の

研修を定期的に実施する。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

対象者増加及び材料代高騰に対

する、配食活動の継続的な支援

体制を構築する。

・ 地域からの食材提供など協力

を依頼する。

４



第1次
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　 秋 月 地 区

【基本情報】

747人 639人

351世帯 319世帯

335人 294人

204人 197人

44.8% 46.0%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

総 会

役員会

社
会
福
祉
部
会

地
域
づ
く
り
部
会

生
活
環
境
部
会

生
涯
学
習
部
会

６



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【秋月地区】
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基
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標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●寿会（老人会）が声掛けを実施

●民生委員・児童委員が月１回児童の見守り声掛けを実施

●ふれあいいきいきサロン7地区が活動し実施

●地域食堂月1カレーを実施

●おたすけ隊による困りごとの支援活動

●3世代全町民を対象に体育祭を実施

●秋月地区文化祭を実施し、団体や個人へ参加依頼している

●コミュニティだよりでの各団体の活動を紹介

●寿会（老人会）へ活動助成

●ふれあいいきいきサロンへ活動助成

●毎週（月曜日）コミュニティカフェを開催

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【2-②】

【3-①】

【3-①】

【3-③】

秋月地区実施内容 【分類】

●各区、隣組を通して見守り体制を構築

●愛のネットワーク委員による声掛けと安否確認を実施

●高齢者等配食活動を通した見守り

●民生委員・児童委員による訪問見守り

●愛のネットワーク委員による配食を通した見守り

●愛のネットワーク委員による訪問活動

●夏休みにおける子供食堂（月1カレー）を実施

●夏休み期間の児童に対し、コミュニティカフェにおいて

かき氷等のサービスを実施

●おたすけ隊による困りごとの支援活動

●愛のネットワーク活動の拡大推進

●コミュニティだより（毎月）、地区社協だより（年1回）発行

●町内放送での行事等の周知

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-③】

【1-③】

【1-③】

【1-③】

【2-①】

【2-①】

【3-①】

【3-①】

秋月地区実施内容 【分類】

●個別避難計画を作成し、声掛け等の実態把握

●避難訓練はコミュニティとして年2回実施 （コミュニティ

センター利用者に対して）

●避難レベル４が出たら、魚町公民館、防災センターを自主

避難所として開放

●秋月中学校校区の防犯パトロールの実施

●各区において隣組の連携強化

●包括支援センターと民生委員・児童委員との定期的な会

議の実施

●中学校校区の防犯パトロールの実施

●警察、駐在所、少年補導委員、保護司との連携 （連絡協議

会の実施）

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【3-②】

【4-①】

【4-①】

秋月地区実施内容 【分類】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

現 在 の 課 題 ・ 現 状

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 月１カレーやコミュニティカフェには、大体決まった人が来て

いる。 夏休み期間中などは、子どもたちの参加も多い。

・ 現在、月１カレーやコミュニティカフェの運営を、コミュニティ

職員のみで行っているため、ボランティアグループが出来てほ

しいが、ボランティア適齢期の人がいないのが現状。

・ おたすけ隊の利用依頼があまりない。 他人に頼むことに対して

抵抗がある、申し訳ないと思う人が多い地域性が背景にある。

・ 現状に合わせて、今までのやり方を変えていかないといけない

時期になっている。 （高齢者が多いので、体育祭を競争ではな

いみんなが楽しめる内容に変更など）

・ 役員や民生委員・児童委員のなり手、平日昼間に来てくれるボラ

ンティアなど、働き方が変わってきたことで担い手が少ない。

・ 愛のネットワーク委員は、地区から選出してもらっているが、女

性の年齢順になっているところが多い。

・ 各々で見守りを実施しているが、連携があまりできていない感

がある。 個人情報の問題などで連携しにくい現状がある。

・ 隣組組織がしっかりしているので、区単位では情報を把握でき

ている。

・ 配食活動は、現在コミュニティ職員とボランティア2名で調理を

行っている状況。 手作り弁当に戻したことで、利用を希望する

対象者が増えている。

・ 個別避難計画作成で支援者を決める時も、他人に頼むのが苦手

で、しなくてよい（断る）という人も多い。各区で情報把握はでき

ているので、地域のつながりの中で支援していく。

・ 周りに気兼ねなく避難ができるとして、秋月駐車場に車中避難

している人も多い。

・ 防犯パトロールのボランティアも高齢化で辞めていくと、新しく

参加してもらえる人が少ない。 個別に声をかけて参加してもら

っている状況。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

現在行っている行事等の継続的

な開催。

・ 現状に合わせて開催方法を見

直し、継続可能な方法を検討

する。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

おたすけ隊の利用を促進し、活動

の場を増やす。

・ 利用（依頼）してもらいやすい

よう、高齢者が集まる場（サロ

ン等）で説明する。

・ チラシやコミュニティだより等

で定期的な広報、周知を行う。

・ 活動内容の見直しや検討など、

話し合いの場を設ける。
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　 安 川 地 区

【基本情報】

1,694人 1,484人

６７１世帯 656世帯

７１３人 726人

３７１人 420人

42.1% 48.9%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

コミュニティ会長 総 会

運営委員会

役員会

部会長会

事務局

健
康
福
祉
部
会

社
会
教
育
部
会

地
域
づ
く
り
・

環
境
整
備
部
会

各会 、 各種団体等

地 区 住 民

９



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【安川地区】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●社協主催の福祉に関する講座等の受講

●市主催の人権等に関する講演会（Pポート会場での開催

分）は、老人会・民児協・区会長会に動員体制で参加

●老人会で愛の一声運動を実施

●安川地区全区でサロン開催

●文化祭の実施（来場者R5年度406名、出展数949点）

●体育祭の実施 （参加者R5年度430名）

●夏祭りの実施 （体育祭と交互に実施）

●もちつき大会の実施 （参加者R5年度100名）

●区会長を通じ、年度末に更新及び新規等各活動への参加

者届出を依頼

●配食ボランティア、催し時の女性お世話人、防犯パト乗務員

●各種団体への活動助成（8団体） コミュニティ協議会

●各種団体への活動助成（13団体） 社会福祉協議会

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【２-①】

【2-①】

【2-②】

【2-②】

【3-①】

【3-①】

安川地区実施内容 【分類】

●民生委員・児童委員による高齢者見守り活動の実施

●老人会による高齢者見守り活動の実施

●児童の通学時の交通指導（民生委員・交通指導委員）

●おたすけキットの普及推進

●高齢者等地域見守り活動（配食）を通した見守り

●コミュニティだより（年5回）での情報提供

●有線放送での周知

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-③】

【3-①】

【3-①】

安川地区実施内容 【分類】

●各区で避難訓練の実施（2年に１回）

●各区で自主防災組織図を作成し、要支援者の実態把握

●防災士の新規取得の推進

●防災関係講習の積極的参加（10回 計75名参加）

●市より、真砂土の提供を受け、各地区に土のうを配置

●防犯組合（役員29名、推進員36名）で、夏休みと冬休み

に街頭補導

●３地区で防パト活動実施

●3地区合同で朝倉警察署との連絡協議会実施（年2回）

●派出所からの情報を有線放送で流して周知している

●中学校区で防犯駅伝大会の実施

●市主催の人権教育関係の講演会年3回は、動員体制で

参加

●保護司（2名選出）防犯組合での会合（年2回）で連携

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【3-①】

【4-①】

安川地区実施内容 【分類】

・ サロン活動は活発だが、代表者・お世話人が高齢化している。

・ 高齢化により、サークル活動も個々の活動になってきている。

・ 行事ごとに参加する人は決まった人になっている。

・ 配食ボランティアも高齢化しており、負担軽減のため、品数な

どを考えて実施している。 ボランティア間の交流の場にもなっ

ている。

・ 助成はしているが、障がい者団体の活動は見えない。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 民生委員・児童委員は、ほぼ毎日登校中の見守りを行っている

が、地区によって回数にバラつきがある。

・ 回覧板はただの案内だけでなく、安否確認の目的もあるが、上

手く回っていない地区もある。

・ 配食対象者は70歳以上の一人暮らしが基本だが、民生委員・児

童委員の判断で、必要と思われる人にも配布している。

・ 独居や高齢者のみ世帯ではないが、親子（母と息子のみ）の世帯

に対する支援があまりない。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 区会長の任期が1期2年のため、2年目の時に出前講座などを

行い、防災の意識を高めていこうという取り決めをしている。

・ 要援護者の中には、市には情報を知っていてほしいが、地区に

は知られたくないという人もいる。

・ 個別避難計画で決めていても、避難レベル３では避難しない人

が多い。 コミュニティセンターへの避難は遠いため、集落ごと

の避難場所を考えないといけない。 避難所として、地元企業

（才田組）の和室を開放してもらっている。

・ 派出所がよく情報を教えてくれる。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

地域の中での買い物支援の仕組

みづくり。

・ 集落ごとでのグループ宅配の推

進をするため、説明会の実施。

・ 公共交通を利用した買い物便

の推進。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

防災に対する住民意識の向上を

図る。

・ 気軽に行ける近い場所に避難

場所を確保する。

・ 備蓄品保有の検討。

・ 防災研修会などへの積極的な

参加推進。
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甘木地区社会福祉協議会福祉活動計画
【令和7 （2025）年度～令和１１ （2029）年度】
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　 甘 木 地 区

【基本情報】

9,721人 9,233人

4,317世帯 4,609世帯

2,823人 2,892人

1,463人 1,690人

29.0% 31.3%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

会 長

役員会

理事会

評議員会

事務局

社
会
福
祉
部
会

社
会
教
育
部
会

生
活
環
境
部
会

健
康
づ
く
り
部
会

ま
ち
づ
く
り
部
会

青
少
年
健
全
育
成
部
会

１２



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【甘木地区】

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

現 在 の 課 題 ・ 現 状

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●福祉研修会の開催

●コスモス会研修の開催

●いきいきサロンの推進

●ネバーランドクラブ （小学生対象／絵手紙、料理、おやつ

教室など）

●コスモス会 （配食ボランティア）

●フレアスだよりでの新規会員募集のための広報、団体

活動紹介

●いきいきサロンへの助成

●にこにこ広場への助成

●コミュニティ事業、行事へのボランティアの募集

●地域行事への各種団体への参加呼びかけ（輝き祭り、

運動講座）

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【2-①】

【2-②】

【2-②】

【3-①】

【3-①】

【3-②】

【3-③】

甘木地区実施内容 【分類】

●サロン活動を通した見守り体制の構築

●甘木地区買い物サロンの強化

●個別避難計画の作成

●コスモス会 （ほのぼの配食）

●民生委員・児童委員との連携、情報共有

●がやがや食堂の実施と町民への広報活動

●個別避難計画による見守り、支援活動

●フレアスだより（年8回程度）、地区社協だより（年1回）の

発行での情報提供

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【1-③】

【2-①】

【3-①】

甘木地区実施内容 【分類】

●防災用品の備蓄

●個別避難計画作成

●防災士の養成

●民生委員・児童委員による朝のあいさつ運動 （月初め登

校日）

●甘寿会による小学校通学見守り （毎週水曜日放課後）

●青少年健全育成部会による防犯パトロール (毎月第3水曜日）

●青少年健全育成部会による朝のあいさつ運動（毎月12日）

●甘木地区買い物サロンの強化と広報

●各人権講座への積極的参加とその呼びかけ、広報活動の

推進

●しあわせ学級での人権講座の実施

●包括支援センターの定期的相談窓口の開催

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②、4-①】

【1-②、4-①】

【1-②、4-①】

【2-①】

【3-①】

【3-①】

【3-②】

甘木地区実施内容 【分類】 現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ ネバーランドクラブでは、 地域の方に講師をお願いしている。

・ 配食ボランティアは、対象となる年齢の人たちがボランティアを

している状況。 お世話役のなり手がおらず、現在はグループを

作って役員の負担を減らすよう改善している。

・ サロン代表者が高齢になってきて、次の世代に繋ぐことが課題。

集まるのは好きだがお世話をするのは難しいという人が多い。

・ にこにこ広場は未就学児対象に行っているが、少子化と親世代

が働いていることで、参加者数が減ってきている。 横のつなが

りができていない。

・ 一般ボランティア募集はなかなか集まらない。 何かをする際は

関係者からの声かけでボランティアを広げていっている。

・ コロナ禍で行事が中止した時期もあるため、世代間の引継ぎが

できていない。 いろいろなことをしようと思っても集まらない。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ コロナ禍でサロンが休止し、その後活動が鈍くなっている。

・ 公民館がない地区もあり、集まる場所さえないところもある。

・ 配食対象者が増えており、作れる個数にも限りがあるため、対象

年齢を引き上げるか検討している。

・ コスモス会が自分の町の対象者分を配達。 見守りが目的なので

顔なじみの人が声掛け、配達すると安心する。 コスモス会がい

ない地区は、区会長や民生委員に協力してもらっている。

・ 個人情報保護の問題もあり、民生委員・児童委員との情報共有が

難しい。

・ フレアスを利用している人としていない人で、情報の周知に差

がある。

・ 個別避難計画を作成するにあたり、高齢者が多い地区などは、

支援する側も高齢で支援できないという意見が出ている。

・ 災害被害が今まであまりなかったこともあり、防災に対する意

識は低い。 個別避難計画の作成を進めるにあたり、少しずつ意

識は変わってきている。

・ 「災害時における地域力向上研修会」を開催し、防災意識の向上

に努めている。

・ フレアスが避難所として開設した場合は、多くの人が避難をして

くる。

・ 恵比須町は、数年前から先行的に自主防災組織を作っており、

誰が支援するか担当者を決めている。

・ 空き家の情報などが入りにくい。

世代間の引継ぎ、繋がりの構築。

・ 交流を通して、様々な世代の

繋がり、関係づくりを行う。

・ 若い世代など、新たな担い手

の発掘を行う。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

サロン開催地区を増やす。

・ サロン未実施地区への声掛け

を行い、推進する。

・ 公民館がない地区については、

気軽に集まることができる場

所の提供を検討する。

・ 活動休止が続いている、低迷し

ているサロンに対して支援を

行う。
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第1次

立石地区社会福祉協議会福祉活動計画
【令和7 （2025）年度～令和１１ （2029）年度】

1４



　 立 石 地 区

【基本情報】

10,513人 11,264人

4,049世帯 4,826世帯

2,420人 2,737人

1,070人 1,428人

23.0% 24.3%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

総 会

役員会 自主防災会

立石地区防災士会

特別委員会

実行委員会

事務局

福
祉
部
会

青
少
年
育
成
部
会

社
会
教
育
部
会

地
域
づ
く
り
部
会

環
境
・安
全
部
会

部 会 構 成 団 体 等

立 石 地 区 全 住 民
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第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【立石地区】

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●人権同和研修会「人が人として生きる、ともに生き合う
”根っこ”には…」の開催

●認知症サポーター養成講座の開催

●「ぷちサロン」の常時開設

●立石地区防災士会おたすけ隊による困り事の支援活動

●お茶の間学習教室の推進（37教室313名登録）

●社会教育講座の開催（毎月1回）

●立石夏まつり大会の開催（地元企業、諸団体、あさくら
看護学校への参加依頼）

●立石コミュニティ体育祭、立石地区文化祭の開催

●配食ボランティアひまわり会会員募集のための広報活動

●コミュニティだよりでの団体活動紹介（ひまわり会・立石
防災士会・立石女性の会）

●ボランティア団体に対する活動費の助成（千鶴会・身体障がい
者福祉協会立石支部・民生委員児童委員協議会・福祉委員会・
立石地区遺族会・来春サロン・堤サロン・おしゃべりサロン・ひ
まわり会・立石地区防災士会・立石女性の会・立石青年団）

●毎年、コミュニティ役員会によるヒアリングを行い、活動
内容の監査や検討を行い、運営の効率化を図っている

●コミュニティカフェ（ぷちサロン・おしゃべりサロン）の開催

●地域行事への看護学校学生の参加呼びかけ

●立石商工振興会・立石青年団と協力体制を作っている

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-②】

【2-②】

【3-①】

【3-②】

【3-③】

【3-③】

【3-③】

立石地区実施内容 【分類】

●秋月・甘木地域包括支援センターの出張相談窓口の開設

●民生委員・児童委員との定期的な情報交換会

●高齢者等地域見守り活動（配食）を通した見守り

●敬老行事の開催

●「ぷちサロン」の常時開設

●児童生徒（小学生・中学生・高校生・大学生等）の居場所
づくり ⇒ 図書館の終日開放（毎月延べ246人）

●スマイル（発達障がい者親の会）の活動支援

●子ども見守り活動を通した見守りや小学校登校支援員
等との連携

●立石地区防災士会おたすけ隊による困り事の支援活動

●コミュニティだよりでの情報提供

【1-①】

【1-①、1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-③】

【1-③】

【2-①】

【3-①】

立石地区実施内容 【分類】

●コミュニティだよりでの防災啓発

●たていしぼうさい塾の開催

●行政区ごとの防災学習会

●防災備蓄用品の確保

●個別避難計画の作成推進

●防災士の養成 ⇒ 立石地区防災士会の活動支援

●子ども防災士リーダー養成講座の開催

●立石防犯組合の活動推進（組合員157名）

●子ども見守り活動組織の連携強化（見守りボランティア・
防犯組合・千鶴会・小中PTAなどにより毎日実施）

●防犯パトロールの実施
青パト（毎週1回） 防犯パトロール（行政区ごと毎日）

●人権同和研修会「人が人として生きる、ともに生き合う
”根っこ”には…」の開催

●甘木交番連絡会への参加（警察、交番、保護司、青少年
補導員、地域代表）

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【3-①】

【4-①】

立石地区実施内容 【分類】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ ぷちサロンを開始し、利用者も増えてきている。 センター利用の

人が寄っていくことが多かったが、そのために来所される人も

増えてきた。 夏場はクーリングシェルターとしても利活用しても

らっている。

・ 防災士会おたすけ隊への依頼としては少ないが、仕事で訪問し

たついでに頼まれることが多い。

・ コロナ禍でお茶の間学習教室数は減ったが、会場が足りていな

い状況。 子どもの教室も多い。

・ 働いている人がほとんどで、ボランティアとして関わる人が全体

的に少なくなってきている。 何かの団体に所属して活動するの

が嫌で、ボランティア団体としてではなく、個々で活動している

人はいる。

・ 各団体へは助成金を渡すだけではなく、ヒアリングなどを行い

ながら、助成金の使い道など、運営支援を行っている。

・ 利用者減に伴い、子育て広場を実施していた代わりに、主任児童

委員と子育て世代との交流の場として、月に１回おしゃべりサロ

ンを開催。 民生委員・児童委員にも関わってもらっている。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 文化祭などに包括からも参加してもらっていることで、お互い

認知度が上がり、相談しやすい関係性ができている。 民生委員・

児童委員頼りになっているので、相談できる窓口が多くあると

よい。

・ 図書館の開放は、特に夏休みの利用が大幅に増えている。 日曜

日の開放は職員がいないため、極力民生委員・児童委員の打ち

合わせなどを日曜日にしてもらい、状況を見てもらっている。

・ 敬老会をなくして、敬老行事として全対象者(約1,500人）への

配布に変更。 区会長が名簿を全部確認してもらい、世帯の把握

を毎年してもらっている。 配布は隣組長に依頼し、高齢者宅に

行ってもらうことで、隣組の中での意識回復にもなっている。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 個別避難計画作成の関係で区会長が各戸訪問の際に、自宅の状

況を確認してもらい、防災の観点から危ない世帯があれば、防

災士会へ依頼をしてもらうよう、区会長にお願いしている。

・ 自主防災組織の作り直しを行い、各区の中に防災委員会を組織

化してもらい、まずは、委員会内で相談してから各戸に訪問をし

てもらっている。

・ 地区によっては外国人も多く、近所付き合いがないと、近隣でも

どういう人が住んでいるのかわからない。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

現在行っている行事等の継続的

な開催。

・ 現状に合わせて開催方法を見

直し、継続可能な方法を検討

する。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

各団体、関係機関との連携強化。

・ 様々な団体や関係機関とのつ

ながりを構築し、相談、連携し

やすい関係性を日頃から築く。
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第1次

馬田地区社会福祉協議会福祉活動計画
【令和7 （2025）年度～令和１１ （2029）年度】

1７



　 馬 田 地 区

【基本情報】

4,253人 3,943人

1,675世帯 1,773世帯

1,284人 1,332人

６５１人 755人

30.2% 33.8%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

総 会

運営委員会

役員会 事務局 広報委員会監 事

福
祉
健
康
部
会

教
育
文
化
部
会

環
境
整
備
部
会

地
域
づ
く
り
部
会

協 力 団 体

馬 田 地 区 住 民

1８



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【馬田地区】

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●福祉健康講演会の開催

●市人権セミナーへの参加助成（民生委員・児童委員、保護司）

●愛のネットワーク会議の開催（年2回）

●ふれあいいきいきサロン、地域ミニサロンの推進

●馬田小学校校区安全隊の側面支援

●地元企業への福祉特別協力金の協力依頼

●夏祭り、文化祭、町民GG大会、大平山散策、馬田まだ歩こう会、
幼保老ピクニック、子ども料理教室、まだの朝市開催

●各種サークル活動について広報紙での周知

●夏祭り等への地元企業や団体への案内発信

●新規会員募集のための広報活動（募集チラシの作成等）

●コミュニティ広報紙での団体紹介

●民生委員児童委員会、老松会（シニアクラブ）、六十路会、馬田女

性の会、身体障害者福祉会馬田支部、少年補導員への活動助成

●ほのぼの会（配食ボランティア）への活動助成

●ふれあいいきいきサロン、地域ミニサロンへの活動助成

●ふれあいいきいきサロン代表者連絡会の開催

●福祉助成金（馬田保育園、馬田学童、千代の里、ひばりが丘学園）

●馬田少年環境パトロール隊活動（馬田小4～6年）

●地域行事への地元企業、障がい者施設（千代の里）、児童

施設（ひばりが丘学園）の参加呼びかけ

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-②】

【2-②】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

【3-②】

【3-③】

馬田地区実施内容 【分類】

●ふれあいいきいきサロン、地域ミニサロン活動を通した

見守り体制の構築（地区内19サロン）

●愛のネット・安心ネットワーク会議の開催

●福祉委員による声かけと安否確認

●区会長、民生委員・児童委員との連携・情報共有

●配食活動を通じた見守り活動

●老松会（シニアクラブ）の会員同士の相互見守り

●民生委員・児童委員による高齢世帯への訪問（独居高齢者

誕生祝持参）

●生活支援体制整備事業（買い物支援）の推進

●愛のネットワーク活動の推進（配食他）

●コミュニティセンター掲示板での掲示、有線放送での周知

●コミュニティ広報紙（年7回）での情報提供

【1-①】

【1-①、2-①】

【1-②】

【1-②】

【1-②、1-③】

【1-②】

【1-③】

【1-③、2-①】

【2-①】

【3-①】

【3-①】

馬田地区実施内容 【分類】

●見守り隊等の組織づくりの推進及び研修

（運営委員、民生委員・児童委員合同研修会等）

●防火倉庫備蓄用品の拡充

●個別避難計画の作成、実態把握の推進

●避難訓練の実施（センター年2回、松の木団地）

●防災士の養成（資格取得の助成）

●消防団第14分団との連携

●防犯灯の管理（必要箇所増設）

●隣組組織の連携強化

●防犯パトロールの実施（夏休み夜間巡回）

●環境美化推進員・馬田少年環境パトロール隊活動（不法投棄防止）

●買い物支援（移動販売車）の実施

●市人権セミナーの開催周知（参加呼びかけ）

●民生委員・児童委員と包括支援センターとの定期的な情報交換

●警察（交番）、保護司、少年補導員との連携

（愛のネット・安心ネットワーク会議への参加依頼）

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【3-①】

【3-②】

【4-①】

馬田地区実施内容 【分類】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 役員からは、いろいろな行事が多いとの指摘がある。 みんなが

集まってくる動きをするのがコミュニティとしての仕事と思っ

ているが、昔のままでは難しい。 取捨選択して行事の見直しも

必要。

・ 地域のためにお世話（ボランティア）をしようという人が減って

きている。 つながりがなくなってくると共助が育たない。

・ 配食対象者も増えてきた。 調理室の関係もあり、2班に分けて

実施に変更したことで、スムーズになっている。 コミュニティと

しては回数を増やしてほしいと思っているが、ボランティアから

難しいとの声が上がっている。

・ 働き方が変わってきて、70歳でも働いている人が多く、民生委

員・児童委員の担い手がいない。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ サロンは充実しているが、老松会（シニアクラブ）に新規で加入

する人が減ってきている。

・ 福祉委員は毎年交代するため、区会長から「福祉委員とは何か」

を伝えてもらっている。

・ 配食対象者は、民生委員と区会長に情報を共有して、相談をし

てもらうようお願いしている。 年齢の基準だけではなく、必要

ではないかと思われる人への配達は、地区によって基準が曖昧

になる。

・ それぞれの団体が見守りをしているが共有できていない。 民生

委員・児童委員の守秘義務もあり、共有が難しい。

・ 区会長が把握できていない高齢者独居のアパート暮らしの人も

増えてきている。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 個別避難計画作成を基に、見守り隊として、福祉委員や隣組単

位を実働とした支援体制を作っていく。 リストにない人であっ

ても、地区で必要と思われる人も追加していく。

・ 備蓄用品の貸出基準が整備されていない。 個人にも貸出する

のか、区単位で貸出するのか、基準を作っておく必要がある。

・ 馬田区内3ヵ所で、グリーンコープによる移動販売実施。概ね好

調だが、利用者が固定してきている。 重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

災害時の見守り隊の支援体制の

整備。

・ 区会長をトップに、民生委員・児

童委員が支え、福祉委員や隣組

長が実働する支援体制づくりを

推進する。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

配食対象者の情報共有。

・ 区会長や民生委員・児童委員、

ほのぼの会員が情報共有を行

い、年齢基準だけではない、

見守りが必要と思われる世帯

の配食対象を検討する。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

・ 現状に合わせた開催方法を見

直し、継続可能な方法を検討

する。

人が集まる行事等の継続的な

開催と見直し。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

買い物支援の充実、拡大。

・ 現行の馬田区3ヵ所での利用者

を増やし、定着できるよう周知

していく。

・ 「まだの朝市」とも連携し、地域

内で買い物ができる機会を確

保できるようにする。

・ 他地区も区会長を通じて定期的

にヒヤリング等を行い、強い希

望があれば、実施地区の拡大を

検討する。
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福田地区社会福祉協議会福祉活動計画
【令和7 （2025）年度～令和１１ （2029）年度】
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　 福 田 地 区

【基本情報】

2,608人 2,322人

1,053世帯 1,043世帯

９３９人 901人

４６４人 496人

36.0% 38.8%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　選考委員会で住民の中から候補者を選出し、総会で承認

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

総 会

役員会

常任委員会

事務局

社
会
福
祉
協
議
会

各 種 団 体 等

２１



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【福田地区】

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●福祉委員研修会の開催

●認知症サポーター養成講座の開催

●オアシス運動の実施

●ふれあいいきいきサロンの推進

●配食会の実施

●町民グラウンドゴルフ大会の開催

●少年少女グラウンドゴルフ大会の開催 （6月・2月）

●ふくだカフェの開催

●コミュニティだよりでの活動紹介

●福寿会・福鳩会・小隈シニアクラブ・平塚老人会への活動
助成

●身体障がい者団体への活動助成

●ふれあいいきいきサロンへの活動助成

●ふれあいいきいきサロン代表者連絡会の実施

●ノーポイ運動への参加要請

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【２‐①】

【2-②】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

【3-②】

福田地区実施内容 【分類】

●民生委員・児童委員と福祉委員との定期的な情報交換会

●民生委員・児童委員と包括支援センターとの連携・情報

共有 （3ヵ月に1回）

●福祉委員による声かけと安否確認

●民生委員・児童委員との連携・情報共有

●買い物サロン （移動販売） における見守り

●高齢者等地域見守り活動 （配食） を通した見守り

●福祉委員による訪問活動

●コミュニティだより （年９回） 発行での情報提供

●有線放送での周知

【1-①】

【1-①、2-①】

【1-②】

【1-②】

【１‐②】

【1-②、1-③】

【1-③】

【3-①】

【3-①】

福田地区実施内容 【分類】

●防災備蓄用品の確保

●個別避難計画の作成、実態把握

●避難訓練 （火災訓練） の実施

●防災士の養成

●福田安全パトロールよかとこ隊による登下校の見守り

●夏季巡回の実施

●民生委員・児童委員による防犯パトロール

●駐在所連絡協議会の開催 （年2回）

●人権講座への参加

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【１‐②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【3-①】

福田地区実施内容 【分類】 現 在 の 課 題 ・ 現 状

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ サロン活動＝老人クラブ活動のところが多い。 情報提供、提案

をしていきながら、サロンの在り方について見直す必要がある。

・ 配食ボランティアは、対象者となる年齢の人たちがボランティア

をしている状況。 役員もずっと同じ人がしている。

・ ふくだカフェの利用者も増えてきているが、施設の利用者がつ

いでに利用している

・ コミュニティにて、クラブ活動 （カラオケ、詩吟、卓球、３Ｂ体操

など８つ）、平塚地区にて、グラウンドゴルフが行われているが、

参加者が少なくなっている。

・ 老人クラブが４つあるが、そのうち３つは市のシニアクラブに

入っていない(入るメリットがない）。 役が回ってくることが負

担になっている。

・ 全体を通して、中間層の交流が少ない。 行事も、子どもが参加

すると親世代も参加につながる。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 福祉委員は、自分の地区の対象者を見守りため、地区によって

見守る対象者の人数に差がある。

・ 地区内で順番制になっているため、福祉委員が低年齢化してき

ており、定例会などになかなか参加ができない人も増えている。

・ 買い物サロンの利用者が減ってきている。 平塚地区にも来てほ

しいとの声が上がっている。 必要としている地区の見直し、検

討の必要性がある。

・ 配食対象者も年々増加。 対象条件を見直して対応している。

・ 区に入っていない人が増えてきた。 50代６０代の人などは、特

に地域のつながりがない。

・ 個別避難計画の作成については、以前から名簿ができていた地

区もあり、きちんとできているところとできていないところの

地域の差がある。

・ 個別避難計画作成のため、市から提供された名簿には、本当に

必要だと思われる人が漏れている。 また、地区に入っていない

人をどうしていくかの問題がある。

・ 毎年2名ずつ防災士の養成をして、数年かけて各地区2名ずつ

全地域で広めている。

・ よかとこ隊の登下校の見守りについては、登校のみの実施や人

数など地域で異なっており、地域差がある。 PTAとよかとこ隊

との情報共有も上手くいっておらず、 どこを誰が見守るか、分

担など情報共有が必要。

サロン活動のあり方の見直し。

・ 他サロンの活動内容の情報交

換など、サロン間の情報共有

を推進する。

・ 各サロンへ様々な情報の周知

を行い、サロンの目的に合っ

た活動内容の提案等を行う。

福祉委員活動の継続。

・ 民生委員・児童委員との連携

強化。

・ 実情に合わせた見守り体制の

見直し。

個別避難計画作成の推進。

・ 計画作成状況の地域差をなく

し、全地区で実態把握の徹底

を推進する。
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第1次

蜷城地区社会福祉協議会福祉活動計画
【令和7 （2025）年度～令和１１ （2029）年度】
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　 蜷 城 地 区

【基本情報】

1,705人 1,516人

６２０世帯 624世帯

６７６人 652人

３６３人 379人

39.6% 43.0%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

総 会

運営委員会 事務局役員会

社
会
福
祉
推
進
委
員
会

生
活
環
境
委
員
会

社
会
教
育
委
員
会

地
域
づ
く
り
委
員
会

蜷城地区社会福祉協議会

総 会

役員会

委員会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

各 種 団 体 等

蜷 城 居 住 者

２４



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【蜷城地区】

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●毎年7月に校区人権講演会

●あいさつ運動

●ひなっこ見守り隊 (小学校の登下校の見守り）

●ふれあいいきいきサロンの推進

●配食弁当 （千歳会） の実施

●グラウンドゴルフ、菊部会活動活発

●地域文化発表会

●冬のイルミネーション、マルシェ開催

●ファミリーウォーキング （動物園行）

●各サロンでの交流

●新規会員募集の為の広報活動

●コミュニティだよりでの団体活動紹介

●対象外であってもボランティアへの参加

●シニアクラブへの活動助成

●ふれあいいきいきサロン活動助成

●ふれあいいきいきサロン代表者連絡会の実施

●各種関係団体の支援

●若手男性有志団体「桂川」 （地区花火大会や草刈り等を
実施) の活動援助

●地域行事への中高生ボランティア募集

●蜷城カフェの開催で交流

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-②】

【2-②】

【2-②】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

【3-②】

【3-②】

【3-③】

蜷城地区実施内容 【分類】

●ふれあいいきいきサロン活動を通した見守り体制の構築

●民生委員・児童委員との定期的な情報交換会

●包括支援センターとの定期的な交流 （きらく荘）

●民生委員・児童委員による声掛けと安否確認

●高齢者等地域見守り活動 （配食） を通した見守り

●フードドライブの実施 （福祉施設や学童へ）

●「ながら見守り」で登下校時の子供たちの見守り活動

●愛のネットワーク活動の推進

●掲示板での掲示

●コミュニティだより、地区社協だよりの発行での情報提供

●有線放送での周知

【1-①】

【1-①】

【1-①、2-①】

【1-②】

【1-②、1-③】

【1-③】

【1-③】

【2-①】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

蜷城地区実施内容 【分類】

●防災備蓄用品の確保

●個別避難計画・避難行動要支援者名簿作成

●防災研修、防災訓練の実施

●防災士の養成

●隣組組織の連携強化 （日頃からの付き合いが大切）

●防犯パトロール （各団体より、駐在所） の実施

●駐在所来館の際の情報交換

●駐在所連絡協議会の開催

●コミュニティだより、地区社協だよりの発行での情報提供

●有線放送での周知

●人権講演会の開催 （毎年7月）

●包括支援センターとの定期的な交流 （きらく荘）

●警察・交番・駐在所・保護司との連携

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②、4-①】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【3-①】

【3-②】

【4-①】

蜷城地区実施内容 【分類】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ ボランティア活動において、会員の高齢化による担い手不足。

男性会員が少ないので、ボランティア団体に若い人が入ってほ

しい。 シニアクラブや婦人学級、サロンなど各団体同士の交流

がもっとあった方がよい。

・ 文化祭で小中学生の絵なども展示し、バザーなど祭り的内容も

実施したことで、多くの人 （世代） の参加につながった。 子ども

たちが参加すると、親世代の参加にもつながる。

・ 各団体同士や、特に若い世代は交流が少なく、ファミリーウォー

キングなどに参加をしても、その場かぎりで関係が続いていか

ない。 現地では自由行動で交流があまりないため、ビンゴを実

施したことで、多世代交流ができた。

・ 世代間交流を図るため、保育所の送迎に合わせてカフェを利用

してもらうよう若い世代にも声をかけているが、なかなか利用

にはつながっていない。

・ サロンのお世話役とボランティア活動の担い手など、同じ人が

複数の活動を兼ねている状況。 新しい （若い） 担い手は不足

している。 長く続けている組織の中に、新しい人が入っていき

づらい部分もある。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 個別避難計画の作成、防災士の育成、備蓄の確保など、防災に対

する意識は高い。

・ 市役所から提供された要支援者名簿ではなく、各集落で必要と

思われる人の一覧表を作成しており、その中で本当に支援が必

要な人の個別避難計画を作成している。 より身近に感じてもら

うよう、「災害時声かけ運動」として実施している。

・ 計画を作るだけでは意味がないので、いかに各集落ごとに周知

情報共有し、毎年更新して生きた計画にしていくかが大事。

・ 地域によっては、地域のつながり （共助） で、片付けなど助け合

いをしている地区もある。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 配食活動は月2回 （全2３回） 民生委員・児童委員に配布しても

らっていたが、月2回は大変との声があり、千歳会会員にも配布

を依頼。 民生委員・児童委員と千歳会がそれぞれ月に1回ずつ

配布を行っている。

・ 愛のネットワーク活動は、そもそも何を活動してもらうかがわか

っておらず、他の活動で行っている見守りと活動が重なってい

るため、活動が表に出てこず、あまり活発ではない。

・ コミュニティだよりなどは見ていない人も多い。 情報発信には

有線放送が一番有効的だが、故障や加入者も減ってきている。

・ 買い物に対する困り事や通院などの移動に関わる課題がある。

とくし丸の移動販売 （Ａコープ田主丸） が来ている地区もあり、

何軒か利用している。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

各団体、世代間の交流の場を増

やす。

・ 蜷城カフェを身近な交流スペー

スとしての利用してもらうよう

周知する。

・ 多世代が集まりやすい催し内容

を検討実施し、多世代の交流の

場を創出する。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

愛のネットワーク活動の見直し。

・ 各団体が行っている見守り活

動との連携を図る。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

個別避難計画の充実。

・ 隣組単位で、本当に支援が必要

な要支援者の把握を行い、近隣

の人など、実働できる支援体制

を協議する。

・ 毎年計画の更新を行い、各集落

ごとに周知、情報共有を行う。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

・ 講座等の実施を通して、包括支

援センターの業務を周知できる

場をつくり、日頃から相談しや

すい関係づくりを行う。

包括支援センターの周知。
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金川地区社会福祉協議会福祉活動計画
【令和7 （2025）年度～令和１１ （2029）年度】
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　 金 川 地 区

【基本情報】

2,859人 2,655人

1,112世帯 1,151世帯

９９７人 1,016人

５０７人 554人

34.9% 38.3%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

総 会

運営委員会

役員会

地区社会福祉協議会

福
祉
健
康
部
会

社
会
教
育
部
会

地
域
振
興
部
会

協 力 団 体

地 域 住 民

事務局

２７



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【金川地区】

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

現 在 の 課 題 ・ 現 状

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●健康づくり推進員による「健康教室」を3回実施

●成人学級で講演会を実施

●「いきいきサロン」実施

●民生委員による金川小学校の児童への「朝のあいさつ運動」

●黄金川での「竹灯篭ほたる祭り」実施

●金川登山の実施

●金川校区ＧＧ大会およびスポーツ少年団ＧＧ大会実施

●金川校区文化祭の実施

●夏祭り大会の実施

●学校外交流の実施 （小学４・５・６年生対象）

●小学生とシニアクラブとの昔遊び、ふれあい活動

●金川コミュニティ便りで各団体の紹介ならびに会員募集

●各団体への助成および活動支援

●ほたる祭り、夏祭り大会への中学生ボランティアの募集

●コミュニティ広場、こがね喫茶を設置

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2‐①】

【２‐①】

【2-②】

【3-①】

【3-②】

【3-③】

金川地区実施内容 【分類】

●民生委員・児童委員と福祉委員との連携

●民生委員・児童委員を中心に見守り

●金川シニアクラブの「愛の一声運動」による声掛け

●配食会・お楽しみ会の案内配布時や弁当配達時の声掛け

及び安否確認

●子ども食堂実施

●「金川見守り隊」による小学校の登下校時の見守り

●金川校区要支援者リストの見直し

●コミュニティ便り、健康だより発行（年4回）による情報提供

●各団体の定例会への情報提供

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【1-③】

【1-③】

【1-③】

【2-①】

【3-①】

【3-①】

金川地区実施内容 【分類】

●地域支援者への研修

●要支援者への対策

●避難訓練実施

●コミュニティセンターを自主避難所として開設

●災害備蓄用品の準備

●青パトによる防犯パトロール （月～金／登下校時）

●「金川見守りたい」による登下校時の見守り

●グリーンコープの移動販売実施の周知と利用拡大

●成年後見制度の理解と啓発

●金川駐在所との情報交換会

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【１‐①】

【１‐①】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【3-②】

【4-①】

金川地区実施内容 【分類】 現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ サロンが解散した地区もあり、新しく立ち上げてほしい。 しかし

お世話役が大変で次のなり手がいない。

・ 配食の日に合わせてサロンをしている地区もある。

・ 高齢世代と若い世代との普段からの付き合いがあまりない。 祭

り等で中高生などの若い世代を取り込み、交流を増やしたい。

・ イベント内容も変えていかないと参加者が減ってくる。 人が集ま

るような催しにしたい。

・ コロナ以降、各地区の総会の実施が減ってきていることで、伝達

が上手くいっていない （書面の通知だけでは難しい）。 顔を合

わせて話すことが大事。

・ 働き方が変わってきて、リーダー（次の担い手）を育てていくこと

が難しい。

新規サロン立ち上げの推進。

・ 未実施地区へ声掛けを行い、

新規立ち上げに向けた支援を

行う。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 個人情報の問題もあり、あまり深い関わりがしにくく、隣近所の

つながりが希薄になってきた。 情報共有をしないといけない人

たちも秘密主義になっている。

・ 福祉委員は隣組長が兼務しているが、１年交代のため引継ぎがで

きていない。 総会の際に周知してもらうよう依頼している。

・ 子ども食堂の利用者も増えてきた。 地域の方からも食材提供を

いただいている。

・ 令和６年６月より、小学校の登下校時の見守りを行っているが、

最初の頃は、会話（あいさつ）もしなかったが、徐々に子どもた

ちとの会話も増えてきた。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

要支援者協力員の意識の向上を

図る。

・ 協力員の役割等を理解してもら

うよう、研修等を実施。

・ あまり災害がない地区なので、災害に対する住民の意識が低い。

毎年研修をしていかないと根付いていかない。 地域住民一人ひ

とりの防災意識を高める必要がある。

・ 自主防災組織が上手くいっていない。 自主防災の意識を高めて

から、総合的な避難訓練をしたい。

・ 市から提供された要支援者名簿には、隠れている（漏れている）

人も多い。 民生委員・児童委員には名簿にない人で気になる人

も上げてもらうようお願いしている。

・ 指定避難所には、知らない人ばかりで避難をしたがらない人が

多い。

・ 移動販売（買い物サロン）の利用者が減ってきているため、見直し

をする必要がある。 まだ今のところは自分で運転ができている

という人が多い。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

地域住民の防災意識の向上を

図る。

・ 各関係者に対して、講演や研修

会を実施する。

・ 区会長や協力員に要支援者を

自治公民館へ集めてもらい、

要支援者名簿作成を行う。

・ 個別避難計画の引継ぎ。
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三奈木地区社会福祉協議会福祉活動計画
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　 三奈木 地 区

【基本情報】

3,160人 2,737人

1,267世帯 1,200世帯

1,267人 1,191人

６７４人 704人

40.1% 43.5%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

総 会

会 長

部会長会 事務局

運営委員会

社
会
福
祉
部
会

区
会
長
部
会

教
育
文
化
部
会

振
興
部
会

３０



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【三奈木地区】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●福祉委員研修会の開催

●コミュニティ役員にて講演会や学習会の参加

●ふれあいいきいきサロンの推進

●ホタルの里イベントを実施し、地域交流を促進

●文化祭で地元施設、団体への参加依頼

●買い物サロン（移動販売）の実施

●新規会員募集のための広報活動

●コミュニティだよりでの団体活動紹介

●単位シニアクラブへの活動助成

●身体障がい者団体への活動助成

●ふれあいいきいきサロンへの活動助成

●ふれあいいきいきサロン代表者連絡会の実施

●コミュニティだよりでのボランティア募集

●地域行事への高齢者施設の参加呼びかけ

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【２‐①】

【2-②】

【2-②】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

【3-②】

【3-③】

三奈木地区実施内容 【分類】

●ふれあいいきいきサロン活動を通した見守り体制の構築

●民生委員・児童委員との定期的な情報交換会

●福祉委員による声かけと安否確認

●民生委員・児童委員との連携、情報共有

●買い物サロン（移動販売）を通した見守り

●高齢者等地域見守り活動（配食）を通した見守り

（メッセージを添えて）

●区会長（支・組長）が支援を必要な方を把握し、民生委員・

児童委員と連携、情報共有

●福祉委員による訪問活動

●コミュニティだより、福祉だより、健康だよりの発行での

情報提供

●コミュニティ有線放送での周知

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【１‐②】

【1-②、1-③】

【1-②】

【1-③】

【2-①、3-①】

【3-①】

三奈木地区実施内容 【分類】

●防災備蓄用品の確保

●コミュニティセンターを自主避難所として開設

●避難訓練の実施

●防災士の養成

●青色パトロールの実施

●駐在所との連絡協議会を開催

●地域老人福祉施設の介護支援専門員との定期会議(2カ月毎）

を実施

●人権セミナーへの参加

【1-①】

【１‐①】

【1-①】

【1-①】

【1-②、4-①】

【1-②、4-①】

【2-①、3-②】

【3-①】

三奈木地区実施内容 【分類】 現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ ボランティアの高齢化により、行事が減ってきている。 コロナ禍

で４～５年程行事を中止していたこともあり、引継ぎが上手くで

きていないので、事務局の負担が増えている。

・ 役員の担い手がおらず、シニアクラブも減ってきた。 普段から交

流をしておかないと、人との会話や繋がりがなくなってしまう。

・ 身障者団体の活動は、比較的活発に行われている。

・ コミュニティだよりでボランティア募集をしても、なかなか人が

来ないのが現状。 個別に声をかけても長続きしない。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 民生委員・児童委員会には、地区社協会長や包括支援センター、

駐在所が毎月参加し、情報共有を行っている。

・ 福祉委員の研修の中で、福祉委員の役割を説明し、訪問活動する

中で気になることがあった場合は、民生委員・児童委員へつない

でもらうようにしている。

・ 手作りで配食をしていた時には活気があったが、市販弁当配布

になったことで、会員の交流が薄れてきた。 役員、会員も高齢化

し、負担が大きい。 （旧民生委員・児童委員や旧役員にも協力し

てもらっている）

・ 市報配布時には、高齢者宅には必ず声をかけてもらうように伝

えている。

・ 有線放送の加入世帯も減ってきている。 有線放送の代わりに、

安心メールへの切り替えを検討。

・ 指定避難所までは行きたくないという人もいる。 避難所開設し

た際には、毎回避難してくる人もいる。

・ 福祉委員に災害時の呼びかけをしてもらっている。

・ 青色パトロールには、地元の高齢者施設 （アスピア・いしずえ荘）

も交代で地域を回っている。

・ 福祉調査を実施し、誰が避難援助をするか確認し、毎年更新を行

っている。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

ボランティアの確保。

・ 広報紙等でのボランティア募集

を継続するとともに、声掛け等

も行いながら、新たなボランテ

ィアの発掘を行う。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

防災意識の向上を図る。

・ 研修会を実施し、災害時の備え、

具体的な取り組みについての

知識を学ぶ。
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　 高 木 地 区

【基本情報】

309人 182人

161世帯 103世帯

188人 111人

116人 73人

60.8% 61.0%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　コミュニティ事務局長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

総 会

運営委員会 事務局役員会

社
会
教
育
福
祉
部
会

生
活
環
境
安
全
部
会

村
づ
く
り
部
会

３３



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【高木地区】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●いきいきサロンの推進

●地域食堂（高木食堂）の実施

●寄せ植え教室（あきちゃん教室）の実施

●敬老会の実施

●文化祭の実施

●遺族会、いきいきサロン（2件）、民生委員会へ助成

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【２‐①】

【２‐①】

【3-①】

高木地区実施内容 【分類】

●民生委員との定期的な情報交換会

●高齢者見守り活動（弁当配食を通した見守り活動）

●地域支援員による地区内の高齢者宅への声掛け

●コミュニティだよりを発行（毎月）し、情報提供

●SMSで地域住民へ情報を一斉送信

【1-①】

【1-②、1-③】

【2-①】

【3-①】

【３‐①】

高木地区実施内容 【分類】

●梅雨期を前に消防署から講師を招いて防災講話を実施

●佐田分館を自主避難所として開設

●個別受信機を各戸に設置

●個別避難計画の作成

●十文字中学校ブロックで青パトによる地域巡回パトロールを

実施

●不審者行動事例や異変時の声掛け及び防犯意識を高め

る記事をコミュニティだよりに掲載

●町内３か所に防犯カメラの設置

●人権講座の聴講

●駐在所との連携（年数回の意見交換会を実施）

【1-①】

【１‐①】

【１‐①】

【1‐①】

【1-②】

【1-②】

【１‐②、4‐①】

【3-①】

【4-①】

高木地区実施内容 【分類】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 地域食堂は、地域おこし協力隊が中心となり、民生委員が協力し

て実施している。 任期が終わるタイミングでの存続問題がある。

参加者にも喜ばれているので、継続していくため、今後を見据

えた検討が必要。

・ 敬老会はコミュニティセンターで実施。 移動が必要な人は公用

車で送迎を行っている。

・ 交通手段の問題もあり、佐田、黒川それぞれで実施をする必要

があり、集まるだけでも大変。 免許証がないと生活できない現

状である。

・ 災害後人口が半分以下になっている。 高齢者ばかりで次世代が

いない （老々支援の状況）。

・ 民生委員・児童委員定例会に、コミュニティ事務局長（地区社協

会長）が毎月参加し、情報共有を行っている。

・ 配食は民生委員・児童委員に配布してもらっているが、配布する

範囲が広い。 校区外でも高木地区に区費を納入してしてもらっ

ている人は対象にしている。

・ 有線放送の代わりにSMSを利用して一斉送信での情報発信に

変更。 情報の発信方法としては有効。 高齢者が多い地区だが、

特に問題はない。

・ 以前は自宅からコミュニティセンターまでの避難訓練を行って

いたが、高齢者が多いため、講話中心に変わってきた。

・ 指定避難所までは遠く、避難している間に災害の危険がある。

各公民館でも自主的に避難しているところもある。

・ 災害に対する住民意識は年々薄れてきている。 避難の呼びか

けに行っても拒否される人もいる。 「危険だから避難する」 →

「あの人が避難するから避難する」に変わってきている。

・ 民生委員にお願いして、個別避難計画を作成。 発災後に実際

に支援してくれる人として、近くに住んでいる人を決めてもら

っている。

・ 青パトは、十文字中学校ブロックで実施しているため、三奈木、

金川地区の人に、高木地区の巡回してもらっている状況。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

地域食堂の継続的な活動。

・ 持続可能な方法の検討のため、

関係者間の話し合いの実施。

・ 継続して関わってもらえる支援

者の確保。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

地域あいのり便（交通手段）の

利用促進。

・ 地域住民が利用しやすい運行

への見直し検討。

・ 住民への説明会の実施。
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　 美奈宜の杜 地 区

【基本情報】

６６３人 750人

３３１世帯 392世帯

３８８人 406人

１８３人 232人

58.5% 54.1%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

総 会

運営委員会 役員会

健
康
福
祉
部
会

社
会
教
育
部
会

生
活
環
境
部
会

３６



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【美奈宜の杜地区】

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●杜のオアシスによる高齢者へのお助け隊活動

●買い物便による車を持たない方への買い物支援

●さくらの会 （いきいきサロン）

●楽食 （配食）

●グリーンコープによる買い物サロン

●夏祭り、文化祭、福祉もちつきの開催

●歩こう会、スタンプラリーの開催

●各種サークル活動の実施支援及び体験教室の開催

●夏休みラジオ体操、子供教室の実施

●社協だよりでのボランティア募集

●コミュニティ協議会だよりでの活動紹介

●杜のオアシス、買い物便、さくらの会、楽食への活動助成

●社協会議での各ボランティア代表者からの報告(奇数月）

●コミュニティ協議会だより 「こんにちは、民生委員です」

コーナーで情報発信

●区会役員 （輪番制）によるやんわり見守り

●イベント準備に中学生ボランティアを依頼

●映画、音楽鑑賞会の開催 （毎月）

●地区内の福祉施設による高齢者向け講演会

【1-②】

【１-②】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【2-②】

【2-②】

【3-①】

【3-①】

【3-②】

【3-②】

【3-②】

【3-③】

【3-③】

美奈宜の杜地区実施内容 【分類】

●区会役員は広報配布を通して異変を感じたら区会長に、

社協はさくらの会、楽食を通して異変を感じたら民生委

員・児童委員に、コミュニティ協議会はサークル活動や行

事を通して、といった具合に様々な側面からの見守りと

情報共有による連携

●地区協議会（毎月） による住民組織と管理会社（西ビル）

との連携

●民生委員・児童委員との連携により地域包括支援センター

への迅速なつなぎ

●社協だより（毎月）、コミュニティ協議会だより（毎月）の

発行

●さくらの会だより （毎月・対象者）

【1-①、1-②】

【1-①、1-②】

【1-③】

【3-①】

【3-①】

美奈宜の杜地区実施内容 【分類】

●避難訓練の実施 （年1回）

●自主防災会議 （年2回）

●自主防災会だより （随時）

●コミュニティ協議会だよりでの防災特集 （年１・２回）

●一斉メールによる全住民向け配信

●一斉メールによる注意喚起の配信

●青パトによる巡回 （民生委員のみ）

●タウンセキュリティー （セコム） による巡回パトロール

●社協だよりでの情報提供

●包括支援センターとの定期的な会議 （民生委員・児童委員

定例会に於いて実施）

●駐在所との定期的な会議 （民生委員・児童委員定例会に

於いて実施）

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【3-②】

【4-①】

美奈宜の杜地区実施内容 【分類】 現 在 の 課 題 ・ 現 状 重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 買い物便は、移動中の車輛の中で参加者間の会話もよくあり、

コミュニケーションの場にもなっている。

・ 公民館などがなく、コミュニティセンター以外に集う場所がな

い。 センター周辺の人は利用しやすいが、遠い人で車を運転で

きない人は参加がしにくい。 歩いて行ける場所に集う場がある

と良い。

・ 高齢になり、体力が落ちてくることで、周りとの交流をする気が

起こらなくなり、近所付き合いをしなくなる。

・ サークル活動は活発だが、メンバーが少なくなってきている。

・ 元々の地域性がなく、美奈宜の杜に引っ越してきた理由も様々。

周りとの関わりを必要としていない人もおり、やんわり（間接的

な）見守りが必要。 まずは、顔を覚えてもらうことが大切。

・ ボランティア募集を行ってもなかなか集まらないが、個別に声

をかけたら受けてもらえる。

・ コロナ以前は、地域の専門的知識や技術を持っている人が講

師になって高齢者向けの講座等をしていた。 再開させたい。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

・ 専門的知識を持っている地域

の高齢者に講師を依頼し、活躍

できる場を創出する。

歴史講座や文学講座等、高齢者

向けの講座の再開。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 広報配布時に、新聞がたまっているなどの異変があった場合は

区会長へ連絡して民生委員・児童委員に報告してもらうように

している。

・ いつもと違うことに気付く関係性やネットワーク構築が大切。

・ 毎日のラジオ体操や朝の散歩、犬の散歩等を通してコミュニケー

ションができている。 長らく顔が見えないとお互いに声かけし

あっている。

・ 単身になる男性が孤立しがち。 人とのコミュニケーションが元々

嫌いな単身の人をどうやって外に出てきてもらうかが課題。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

点在した集いの場の創出。

・ 歩いていける範囲の場所での

集いの場を検討する。

・ 移動が困難な人に対する地域内

の移動便の仕組みを検討する。

・ 比較的高いところに家があるため、災害（水害）の危険は低い。

発災の恐れがある（心配がある）場合は、事前に連絡をしても

らったら、センターに宿泊できるようになっている。

・ タウンセキュリティーがあることで、安心感がある。

・ 各戸にあるセコムシステムを、住民が十分に利活用できていな

い。

セコムシステムの利活用の推進。

・ 住民に対するシステム利用方法

の説明会等を行う。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

孤独死を防ぐ、身近な見守りネッ

トワークを構築する。

・ 近隣住民同士が日頃から顔見

知り関係になり、普段と違う異

変に早く気付ける関係づくり

を行う。
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　 朝 倉 地 域

【基本情報】

7,851人 7,012人

2,714世帯 2,804世帯

3,053人 3,005人

1,656人 1,680人

38.9% 42.9%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　コミュニティより選出 （部会長を兼ねる）

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

総 会

運営委員会 役員会広報委員会

社
会
福
祉
部
会

生
活
環
境
部
会

青
少
年
育
成
部
会

健
康
づ
く
り
部
会

地
域
づ
く
り
部
会

３９



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【朝倉地域】

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●各講座、各研修会の積極的な参加

●「むこう三軒両隣ネットワーク」の推進

●ふれあいいきいきサロンの推進

●生涯学習講座の開催

●「むこう三軒両隣ネットワーク」WSの継続

●夏まつりあさくら、文化祭の開催

●各区サロンや通いの場拡充の推進

●コミュニティ広報紙での団体活動紹介

●地域活性化活動への助成

●支部老人クラブへの活動助成

●ふれあいいきいきサロンへの助成

●民生委員・児童委員への活動助成

●健康福祉員、女性代表への研修

【1-①】

【1-②】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【２‐①】

【2-②】

【2-②】

【3-①】

【3-①】

【3-①】

【３‐②】

【３‐③】

朝倉地域実施内容 【分類】

●「むこう三軒両隣ネットワーク」の取り組みを通して見守

り体制の確立

●民生委員・児童委員、区会長との定期的な情報交換

●むこう三軒両隣の住民や各地区健康福祉員による声か

けや配食を通じた見守り活動の推進

●登下校中のあいさつ運動の実施 （青少年育成部会、民生

委員・児童委員)

●高齢者への配食を通した見守り活動

●「むこう三軒両隣ネットワーク」の取り組みとして、ワーク

ショップ等を行い見守り体制の充実を図る （区ごとにチェ

ックシート、マップの作成）

●コミュニティ広報紙、民生委員だよりを年間4回発行し、

情報提供を行う

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【１‐②】

【1-③】

【2-①】

【3-①】

朝倉地域実施内容 【分類】

●地域の詳細な情報を伝えるための新たなシステムへの

取組み

●防災士の育成を拡大

●コミュニティ広報紙による災害に備える特集記事の掲載

●防犯パトロールの実施

●夜間パトロール（夏休み冬休み期間）の実施

●毎月の民生委員・児童委員定例会に駐在所から参加継続、

情報共有

●駐在所との情報交換会

●地域資源マップを活用した情報発信

●民生委員・児童委員、健康福祉員等からの情報収集

●成年後見制度の住民への周知

●保護司との連携協力

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【１‐②】

【１‐②】

【１‐②】

【２‐①】

【３‐①】

【３‐②】

【４‐①】

朝倉地域実施内容 【分類】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

現 在 の 課 題 ・ 現 状

現 在 の 課 題 ・ 現 状

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

・ 認知症サポーター養成講座の

実施。

・ 研修の中でサロンの説明を行い、無理のないサロンの在り方を

伝えていることで、健康福祉員等が「してみようか」という気に

なってもらい、サロンの新規発会が増えてきている。

・ サロンのお世話役から、どういうことをしたらいいかわからな

いという声がある。 サロン運営の支援としていろいろな情報

提供をしていきたい。

・ 新しい転入者や若い世帯、役になりたくないなど、区に入らな

い人が増えてきており、区会長に存在が見えない世帯も多い。

なので、むこう三軒両隣の活動が重要になってくる。

・ シニアクラブの活動を解散しているところも多い。 コロナで中

止してからなかなか再開が難しい。 会員が高齢化し、働いてい

る人も多いので新しい人が入ってこない。

・ 地区からの役員、民生委員・児童委員選出が困難になってきて

いる。

研修講座の充実を図る。

・ 包括支援センターとの繋がりは、民生委員・児童委員定例会でよ

くあるが、地区社協やコミュニティとしてはあまりない。 今もっ

と包括と連携していきたい。

・ 配食はお弁当だと全対象者に行き渡らないので、７月は飲料水

を配布し、全対象者に配布を行った。 （弁当…健康福祉員、飲料

水…民生委員・児童委員が配布）

・ むこう三軒両隣の活動は、徐々に地域にも浸透してきている。

・ 各団体からの情報をもらって、広報紙に掲載。 広報紙を出して

も見ていない人も多い。 文字が多いとあまり見ないので、写真

を多めにするなど、掲載の仕方を工夫している。 いかに見ても

らうようにするかが課題。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

サロンに対する運営支援や新規

立ち上げの推進を行う。

・ サロンに対する情報提供を行う。

・ 様々な研修の機会等にサロンの

説明等を行う。

・ 有線放送の加入率が低下してきている。 有線放送に変わるスマ

ホアプリを活用した新たなシステム導入を検討している。 災害

時だけでなく、福祉関係にも役に立つ。 高齢者にいかにアプリ

を入れてもらうかが課題。

・ 備蓄している非常食をただ配布するだけではなく、各区で配布

に合わせて研修等を行い、防災について考える機会になったら

良い。 一人ひとりに防災に対する意識をもってもらいたい。

・ むこう三軒両隣の活動では、地域の助け合いの中に防災も入っ

ている。 まずは自分の命、家族の命を確保したら、むこう三軒両

隣でも助け合ってもらうよう勧めている。 福祉から防災までつ

ながった一連の流れ。 ただの高齢者の見守りだけではない、地

域全体で地域を見守る意識づくりが大切。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

新たな地域情報システムの導入

の検討。

・ システム導入のための勉強会を

行う。

・ 導入にあたっては、民生委員・児

童委員に協力を仰ぎ、高齢者等

の利活用に向けた支援を行う。

むこう三軒両隣活動の継続的

な推進。

・ むこう三軒両隣活動について、

定期的に住民への周知を行う。

・ 継続的なワークショップを開催

し、各区ごとの情報確認、共有

を行う。

・ 災害時の支援も含めた、一体的

な見守り体制を構築する。
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　 松 末 地 区

【基本情報】

５８３人 351人

２２０世帯 159世帯

２４３人 174人

１３２人 105人

41.7% 49.6%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　委員より互選

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

総 会

役員会

運営委員会

事務局活性化委員会
松末地域自主防災会

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
教
育

体
育
部
会

地
域
づ
く
り
部
会

環
境
福
祉
部
会

営
農
検
討
部
会

各 種 団 体 等

地 域 住 民
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第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【松末地区】

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

現 在 の 課 題 ・ 現 状

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●高齢者等へ年末福祉餅つきを行い、配布を実施

●個人宅（星丸地区立区）にて「よりあい」サロンを毎月実施

●学校生徒（小１、2年）と交流の一つとして、さつま芋苗

定植及び秋の収穫

●そば打ち体験を実施

【1-①】

【1-②】

【2-①】

【２‐①】

松末地区実施内容 【分類】

●自主防災会（各区）で、要支援者を中心に、支援者や民生

委員・児童委員等により、日頃から声かけ実施

●福祉協力員による、日頃からの声かけ運動

●民生委員・児童委員による見守り活動（配食等）を通した、

訪問による活動

●民生委員・児童委員と包括支援センターとの定例での

情報交換の実施

●コミだよりにより、ご芳志一覧の掲示で情報発信

●地域放送にて情報周知

【1-②】

【１‐②】

【1-③】

【２‐①】

【3-①】

【３‐①】

松末地区実施内容 【分類】

●防災備蓄用品の確保

●各区別避難体制及び連絡網の把握

●自主防災会（各区）で、要支援者を中心に、支援者や民生

委員・児童委員等により、日頃から声かけ実施

●防災講座の実施

●福祉協力員による、日頃からの声かけ運動

●民生委員・児童委員及び環境福祉部会員による防犯パト

ロールの実施

●高齢者宅へ警察からの情報チラシを配布

●警察との定期的な情報交換

【1-①】

【1-①】

【１‐①】

【１‐①】

【1-②】

【1-②】

【１‐②】

【１‐②】

松末地区実施内容 【分類】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ そもそもボランティアがいない。 福祉教育の推進を行っていか

ないと地域の中に広がっていかない。 今後、住民に対する福祉

講座等を推進していきたい。

・ 現在コミュニティセンター移転に向けた過渡期。 本気で何かを

進めていくなら、全体的な話し合いをし、いろいろな意見を聞い

て、みんなが納得した状態でしないと活動に繋がらない。 人数

も少ないので、住民として自分に何ができるのかを考えてもら

わないといけない。

・ サロンやシニアクラブなど、いろいろな事務的なものが負担で、

代表のなり手がいない。

・ 集まる場所が集落内でも遠い。 ほとんど車で来ないといけな

い。 今後は、移動手段のことも考えて検討していく必要がある。

・ 福祉に関する研修や講座等の

実施。

福祉教育の推進。

・ 民生委員・児童委員と地域福祉をどうからめていくか。 地区社

協の活動といっても、しているのは民生委員・児童委員。 民生委

員・児童委員がするものと思っていることに対して疑問がある。

みんなが理解、周知した中で取り組んでいく必要がある。

・ 民生委員・児童委員活動と地区社協活動、コミュニティ活動は関

連している点が多い。 共通する部分をいかに一緒に進めていく

かが大事。

・ 福祉協力員が浸透しておらず、どんなことをすればいいのか自

体を理解されていない。実情は、民生委員・児童委員任せで民生

委員・児童委員にかかる負担が多い。まずは、お願いしたい活動

を伝えていくことからやっていく必要がある。

・ 災害時に孤立しそうな民家や旧小学校に防災備蓄品を整備して

いる。

・ 各地で要支援者を誰が支援するかは決めているが、実際に災害

が起こった場合に自宅にいないこともあるので、地域全体で支

援するという意識が必要。

・ 松末地区は登下校はスクールバス利用だが、防犯を兼ねて青パ

トを実施している。 しかし、ほとんど住民に会うことがないの

で、 実施の在り方を考えていかないといけない。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

住民の合意形成での地域福祉活

動の取り組み検討。

・ 住民の意見を出し合う話し合い

の場の実施。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

福祉協力員の浸透、意識の向上を

図る。

・ 総会時等に、福祉協力員の役割

等についての説明を行う。

・ 市報配布時の声掛けなど、普段

行っていることに福祉的要素を

含んだ活動を展開する。

・ 異変に気付いた際の民生委員等

への連絡、連携強化を図る。
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杷木地区社会福祉協議会福祉活動計画
【令和7 （2025）年度～令和１１ （2029）年度】
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　 杷 木 地 区

【基本情報】

2,850人 2,472人

1,184世帯 1,150世帯

1,001人 1,001人

506人 542人

35.1% 40.5%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

総 会

運営委員会役員会

事務局

活性化委員会

社
会
福
祉
部
会

環
境
整
備
部
会

健
康
づ
く
り
部
会

教
育
文
化
部
会

地
域
づ
く
り
部
会

役員会

４5



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【杷木地区】

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

現 在 の 課 題 ・ 現 状

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●社会福祉部会で、福祉施設等に訪問

●いのち・愛・人権展

●見守り隊で、小学生の見守り

●地区サロンへの支援

●小中学校との交流

●交番連絡協議会の開催

●カローリング大会の開催

●地域ボランティア団体との防災講座の開催

●各ボランティア団体への支援

●地区民生委員・児童委員、主任児童委員への協力と支援

●地域放送を利用しての伝達

●地域ボランティア団体との協力で、避難訓練等を実施

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【２‐①】

【2-②】

【3-①】

【3-②】

【3-②】

【3-③】

杷木地区実施内容 【分類】

●民生委員・児童委員との情報

●福祉部会の民生委員・児童委員が個別訪問や福祉協力員

（隣組長）との連携

●ひとり暮らしの方への訪問の手段として、ほのぼの配食

を年間で行っている

●民生委員・児童委員が行っている （個人情報やプライバ

シーの問題）

●小学生の通学時における見守りを行っている

●福祉に関する情報等の一部は、コミュニティ便りや、地域

放送を通じて地域住民にお知らせしている

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【1-③】

【2-①】

【3-①】

杷木地区実施内容 【分類】

●防災士資格取得に関して、コミュニティの補助を行って

いる （市の補助とは別）

●年1回は、自主防災組織の避難訓練を行う

●社団法人Campとの連携により、小中学生を対象に防災

についての学習、実践

●防災備蓄品の準備

●自治公民館を自主避難所として設置

●杷木交番との定期的な情報交換を行う

●下校時の青パト実施 （PTA、民生委員・児童委員）

●防犯講座を行っている （不定期）

●介護食パンフの設置

●職員に関しては、市の人権講座への出席

●人権講座のお知らせ

●関係パンフレットの設置

【1-①】

【1-①】

【1-①】

【１‐①】

【１‐①】

【1-②】

「１‐②】

【1-②】

【2-①】

【3-①】

【3-①】

【3-②、4-①】

杷木地区実施内容 【分類】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

現 在 の 課 題 ・ 現 状

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

サロン活動及び見守り隊活動に

対する支援の強化。

・ サロンの立ち上げや継続ができ

るよう、高齢者交流事業として、

サロンへの助成を行う。

・ 子ども見守り隊員への支援を

行う。

・ サロン活動をがんばってもらっている。 一度解散したサロンが、

令和6年度に復活。 コミュニティとしても高齢者交流事業として

サロンに対してできる限りの支援をしていきたい。

・ 小学校が統廃合したことで、行事の案内がしにくくなった。

(杷木地区のみの児童に案内をするというのも難しい。）

・ ボランティアが高齢化し、担い手が減ってきている。 声をかけた

らしてくれる人はいるが、自然的に減少。

・ お世話役にならないといけないためやめるというものが多く、

組織がなくなってきた。 老人会組織は意外とまだ細々だがつな

がっているが、婦人会組織がなくなっている。 何か物事をやろ

うという時が問題。

・ 毎年、年度初めに、福祉協力員の役割について説明している。

令和6年度からは、民生委員と区会長との顔合わせを実施。 実

際に役割が伝わらないと、せっかくの取り組みも意味がない。

・ 独居宅に市報を配布する時などは、ポストに入れるだけではな

く、声をかけてもらうようにしてもらいたい。

・ 区に入らない人も増えてきた。 近隣であっても交流があまりな

く、情報が入りにくい。 民生委員・児童委員が見守りに行っても

拒否される人もいる状況。

・ コミュニティ便りの中に、今まではコミュニティ行事ばかりだっ

たが、情報共有のため、各区で行っている行事なども掲載する

ことにした。

・ 要支援者名簿は、本当に必要な人がすべて網羅できていない。

避難の声かけをするのも、普段からの関係性が大切。

・ 指定避難所には行かないが、近くの公民館だったら避難しても

よいという人もいる。

・ 災害に対する危機感は薄れてきている。 地区内でも被災してい

る地区としていない地区での温度差がある。

・ 活動内容や役割等について、区

会長と連携して説明を行う。

・ 市報配布に合わせた声かけな

ど、日頃の活動の中での行って

いることに福祉的要素を含ん

だ活動を展開する。

・ 各地域の関係者との連携のため

関係づくりを推進する。

福祉協力員の認識、意識の向上

を図る。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

要支援者の把握と避難時の連携

強化を図る。

・ 民生委員・児童委員と区会長及

び福祉協力員が協力して、地域

の要援護沙の把握を行う。

・ 避難時の対応を関係者が協力

して迅速に行う。

・ モデル的な避難訓練の実施。
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久喜宮地区社会福祉協議会福祉活動計画
【令和7 （2025）年度～令和１１ （2029）年度】
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　 久喜宮 地 区

【基本情報】

1,726人 1,556人

７１３世帯 704世帯

６１７人 624人

３０８人 334人

35.7% 40.1%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　住民より候補者を選出

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

総 会

役員会 運営委員会

事務局

健
康
福
祉
部
会

青
少
年
育
成
部
会

環
境
整
美
部
会

教
育
文
化
部
会

地
域
づ
く
り
部
会

地区社会福祉協議会

４８



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【久喜宮地区】

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

現 在 の 課 題 ・ 現 状

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●区会長を中心に地域内の方への目配りをお願いして

いる

●青少年育成部会による登校中の小・中学生を対象とし

た朝のあいさつ運動

●サンピットバリューによる移動販売の実施

●敬老会の開催 （各行政区ごと）

●オープンカフェ"くぐみや”を令和6年2月半ばから月2回

開催し、異世代交流を進めている。 また、カフェ開催時

には、近くの保育園児やボランティアの方々に歌や手品、

朗読などで参加いただき、終了後は来場者と同席して

交流を深めてもらっている

●サロンへの助成

【1-②】

【1-②】

【1‐②】

【２-①】

【2-①、2-②】

【３-①】

久喜宮地区実施内容 【分類】

●災害対策として、各行政区に区会長をトップとする自主

防災組織の設置をしている最中で、要支援者の把握にも

努めてもらっている

●各区会長とコミュニティが連携して情報を共有、要援護者

の把握や見守り等を行っている

●配食活動を通した見守り

●区会長と民生委員・児童委員が情報を連携強化し、必要な

措置を行うための機関に繋いでいる

●地域福祉連絡会議を発足し、協議を行っている

●コミュニティだよりの発行

【1-①】

【1-②】

【１‐②】

【1-③】

【2-①】

【３‐①】

久喜宮地区実施内容 【分類】

●各行政区に区会長をトップとする自主組織の設置をして

いる最中で、要支援者の把握に努めてもらっている

●災害備蓄用品の保有

●不審者等の警察情報や学校からの通報に対して、また、

逆の場合においても区会長や行政区役員、保護者会が

一定期間出役して巡回している

●市の関係各課や様々な団体と情報交換を行っている

●コミュニティ組織の各委員と連携し、必要時には専門の

関係機関へ連絡している

●連絡・相談があった場合は、市の担当課及び無料弁護士

相談を紹介している

【1-①】

【１‐①】

【1-②】

【2-①】

【3-①】

【3-②】

久喜宮地区実施内容 【分類】 現 在 の 課 題 ・ 現 状 重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

・ 現在、通学時の見守りは、数名が個人的に行っている状況。ボラ

ンティアを広げて、組織化していきたい。

・ オープンカフェを通して、運営の手伝いをしていただける方が

少しずつ出てきている。

・ オープンカフェを今後どう展開していくか、どんな内容がよい

かなど、みんなで話し合い（反省会）をする場があった方が良い。

・ オープンカフェは、近い地域の人の参加は多いが、自分で来るこ

とができない人にどう集まってもらえるか、交通手段の問題も

考えていかないといけない。

・ 1カ所ではなく、高齢者が歩いて行ける（交通手段を考えなくて

もいい）場所で気軽に集まれる場所を作ることが大切。

・ サロンの代表者が高齢になり、やめた地区もある。 男性の参加

者が少ない。

・ 広報等や声かけで、見守りボラ

ンティアの募集、周知を行う。

登下校の見守りボランティアの

組織化。

現 在 の 課 題 ・ 現 状

・ 隣組長が福祉協力員を兼ねているが、住民に周知認識がされ

ていなかったが、働きかけを行ったことで根付いてきた地区も

あり、少しずつ成果は見えつつある。

・ 区会長と民生委員・児童委員の話し合いの場を令和6年度実

施。連携していくために、意見交換を継続して、区会長と民生委

員・児童委員が常日頃から連絡を取り合うことが大事。

・ 個人情報にあまりとらわれすぎると繋がりができなくなり、い

ろいろなことができなくなってしまう。

・ 区会長から隣組長へ避難案内、避難所情報を独居高齢者へ連絡

してもらうような流れを取っている。 しかし、実際に避難する

人は少ない。 重複しても、いろいろな立場から声掛けをしても

らいたい。

・ 行政区単位の自主防災会を作ってもらい、コミュニティの自主

防災会と連携が取れる形にしてもらっている。 避難や情報提供

を行政区単位でできるようになってもらいたい。

・ 避難所として体育館を開放。 地区によっては、公民館を開放し

ているところもある。

・ 防災に対する意識は変わってきている。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

オープンカフェくぐみやの充実。

・ 多くの参加者に来場してもらえ

るよう、実施内容を検討する。

・ 会場まで来ることができない人

への移動手段を検討する。

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

関係者間の見守り体制の連携

強化。

・ 区会長と民生委員・児童委員の

話し合いの場を設け、情報共有

し、見守り体制の連携を図る。

行政区単位の自主防災組織体制

の構築。

・ 行政区とコミュニティの自主防

災組織の情報提供の連携を図

る。

・ それぞれの立場からの避難案内

の声かけを行い、住民への避難

誘導を強化する。
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　 志 波 地 区

【基本情報】

1,295人 1,060人

５７９世帯 530世帯

５７３人 553人

２９２人 303人

44.2% 52.2%

【地区社会福祉協議会の位置づけ】

　　※統計データは、朝倉市役所ホームページ掲載の住民基本台帳より引用

地区社協会長
選出方法

　部会長が兼務

65 歳 以 上 65 歳 以 上

75 歳 以 上 75 歳 以 上

高 齢 化 率 高 齢 化 率

平成31年1月31日時点 令和７年1月31日現在

人 口 人 口

世 帯 数 世 帯 数

総 会

地区社会福祉協議会区会長会 会 長

社
会
福
祉
部
会

環
境
整
美
部
会

健
康
づ
く
り
部
会

地
域
づ
く
り
部
会

運営委員会代表者会役員会

志波災害復旧担当委員長

５１



第1次 朝倉市地区社会福祉協議会福祉活動計画 （令和7年度～令和11年度）　【志波地区】

包
括
的
な
相
談
・支
援
体
制
づ
く
り

基
本
目
標
２

安
全
・安
心
に
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
３

住
民
が
中
心
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

基
本
目
標
１

基本方針１ 福祉意識の醸成

①福祉教育の推進

②支え合いの心を育む住民
協働

基本方針２ 地域づくり、交流
の促進

①地域交流の促進

②ボランティア活動の推進

基本方針３ 地域福祉活動へ
の支援

①関係団体への支援

②担い手育成

③多様な担い手の地域福祉
活動への参加

基本方針１ 包括的な相談

支援体制の充実

①包括的な支援体制の構築

②見守り体制の強化

③自立支援の推進

基本方針２ 地域支援を支える

ネットワークづくり

①地域ネットワークの構築・強化

基本方針３ 情報発信・

情報提供の充実

①福祉に関する情報発信の充実

基本方針１ 安全・安心な地域

づくり

①防災活動の推進

②地域ぐるみの防犯活動

基本方針２ 福祉サービスの充実

基本方針３ 権利擁護体制の

充実

①人権擁護と虐待防止

②成年後見制度の利用促進

基本方針４ 再犯防止の推進

①福祉サービスの質的向上

①再犯防止の環境づくり

と
も
に
認
め
合
い

支
え
合
い

み
ん
な
で
進
め
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

●民生委員・児童委員との勉強会と情報交換会

●多世代交流 （カローリング大会・ステップ運動）

●志波の市「収穫祭」の開催

●敬老会の開催

●サロン活動の推進

●サークル活動 （詩吟、フラダンス）

●毎日コミュニティカフェ

●サロンへの助成

●地域行事への中学生ボランティア （恩送り隊） の募集

●福岡農業高校との交流 （志波の市準備のボランティア）

【1-①】

【2-①】

【2-①】

【2-①】

【２‐①】

【２‐①】

【２‐①、３‐③】

【3-①】

【3-②】

【３‐③】

志波地区実施内容 【分類】

●サロン活動の見守り

●民生委員・児童委員との情報交換

●高齢者見守り活動 （ほのぼの配食・年５回）

●マイコミュニティ志波の発行

●地域放送での周知

【1-①】

【１‐①、２‐①】

【1-②、1-③】

【3-①】

【3-①】

志波地区実施内容 【分類】

000

●避難訓練 （区単位） の実施

●自主避難所の開設

●防犯パトロールの実施

●青色パトロールの実施 （民生委員・児童委員、PTA）

●各種福祉サービスの質の向上に関する情報の収集研鑽

●市開催の相談窓口の周知

●マイコミュニティ志波で周知

●杷木交番との連携、情報交換 （年２回）

【1-①】

【1-①】

【1-②】

【１‐②】

【2-①】

【3-①】

【3-②】

【4-①】

志波地区実施内容 【分類】

現 在 の 課 題 ・ 現 状

現 在 の 課 題 ・ 現 状

現 在 の 課 題 ・ 現 状

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

重 点 項 目 活 動 方 針 ・ 目 標

重点項目

具 体 的
内 容

・ 実情に合わせた見直しを行い

ながら、人が集まる行事内容

を検討していく。

・ 中高生など、若い世代のボラン

ティア確保を行う。

収穫祭や敬老会の充実を図る。
・ 代表者の負担 （代表者決めや報告書提出） があり、サロン登録

はせず集まりを続けている地区もある。 サロンを広げたい、

何かしたいと思っていても担い手がおらず、続いていかない。

・ 柿農家 （生涯現役） がほとんどで、人が集まらない。 以前から

総会や運営委員会の中でも大きな行事をいくつかして、小さな

行事はなくしてほしいとの意見があり、何かしたいと思う気持

ちはあっても難しいのが現状。

・ 日にちを決めずに、いつでも来てもらえる場として、コミュニ

ティがなっていくと良い。 コミュニティカフェは、特に周知など

はしていないが、口コミで広がっている。

・ 一部の地区で、近所の数名の女性がコミュニティに集まってくる

ようになった。 他の地区に広がり、他地区との交流の場にも広

がっていくと良い。

・ 民生委員・児童委員からの要望もあり、民生委員・児童委員とコ

ミュニティとの情報交換を実施することになった。 定例ではな

いが、必要に応じて実施をしていく。

・ 民生委員・児童委員は守秘義務もあり、あまり深いことを共有す

るのは難しい部分がある。

・ コミュニティ受信機を保有していない世帯が増えてきた。

・ 防災に対する意識が薄まってきている。 志波地区内でも、被災

した地域としていない地域によって温度差がある。

・ 避難所が開設された場合には、志波地域防災拠点を自主避難所

として開設し、毎回避難してくる人はいる。 指定避難所までは

遠くて行かない人が多い。

・ 高齢者が多い地区などを中心に、青パトとは別に防犯パトロール

を実施している。

地域の中で集う場の拡充を推進

する。

・ 地域の人々が気軽に集い、交

流できる場づくりを推進して

いく。

・ 住民への周知を行う。
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